
富山県民生涯学習カレッジ連携講座

高岡市万葉歴史館
学習講座

平成26年度

館長講座

坂本　信幸（高岡市万葉歴史館館長）

『日めくり万葉集』を読む

古代への招待

講師

受講料：4,000円(全10回）

金曜日／午後２時～４時

　さまざまな分野で活躍している著名人が選者となって、それぞれの万
葉歌についての思いを語ったNHK番組「日めくり万葉集」。その「日め
くり万葉集」を鑑賞して、選者の話を味わうとともに、さらにその歌に
ついての知見を深める講義です。

①川﨑　　晃（元高岡市万葉歴史館学芸課長）
②大川原竜一（高志の国文学館主任・学芸員）
③次山　　淳（富山大学教授）
④中井　精一（富山大学教授）
⑤長谷川孝徳（北陸大学教授）
⑥髙橋　浩二（富山大学准教授）

講師

受講料：3,000円(全６回）

日曜日／午後２時～４時

　県内外の研究者をお招きし、日本古代史や考古学、越中万
葉を中心とする『万葉集』などを、歴史・考古・文学といっ
た多様な視点からとりあげていきます。

万葉集をよむ─巻七から巻八へ─

神野志隆光（明治大学大学院特任教授）
坂本　信幸（高岡市万葉歴史館館長）
西澤　一光（新潟経営大学准教授）
万葉歴史館研究員

講師

受講料：4,000円(全10回）

土曜日／午後２時～４時

　本年度８月から巻八に入ります。志貴皇子や山部赤人ら有
名歌人による恋歌や春の季節歌についてひもといてゆきます。
また、新たに神野志隆光明治大学大学院特任教授を講師にお
迎えできることになりました。途中から受講された方にも、
わかりやすくお話いたします。

『万葉集』を巻頭から
順番に読み解いています。

大伴家持とともに

小野　寛（高岡市万葉歴館名誉館長・駒澤大学名誉教授）講師

受講料：2,000円(全３回）

日曜日／午後２時～４時

　越中万葉は大伴家持とともにあります。万葉集は大伴家持
によってまとめられました。そして万葉集は大伴家持ととも
に今に生き続けているのです。その万葉集に大伴家持ととも
にここ越中の地でよまれた歌が337首も残されています。その
歌をよむことは家持とともに越中に生きることです。これか
らも家持とともに生きつづけましょう。

◇テキスト：高岡市万葉歴史館編『越中万葉百科』
　　　　　　（笠間書院・2730円、歴史館受付でも販売）

はじめての万葉集

万葉歴史館研究員講師

受講料：1,000円(テキスト代込み、テキストをお持ちの方は500円）

土曜日／午後２時～３時

　１回１時間の万葉集に関する入門講座です。展示室の収蔵
品などを見ながら、万葉集を読む時に知っていると便利な知
識をやさしくお話します。

◇テキスト：『万葉事始』
　　　　　　（和泉書院・700円＋税、歴史館受付でも販売）

『日めくり万葉集』を読む

古代への招待

万葉集をよむ─巻七から巻八へ─

大伴家持とともに

はじめての万葉集

全講座
無　料
学生・生徒



平成26年度 高岡市万葉歴史館学習講座内容
館長講座

坂本　信幸（高岡市万葉歴史館館長）
①４月18日　②５月16日　③６月20日　④７月18日　　８月休み　⑤９月19日
　10月休み　⑥11月21日　⑦12月19日　⑧１月16日　⑨２月20日　⑩３月13日

神野志隆光（明治大学大学院特任教授）
坂本　信幸（高岡市万葉歴史館館長）
西澤　一光（新潟経営大学准教授）
万葉歴史館研究員

①４月12日　　巻七・1394～1403　藻・船に寄せる恋の歌など   
②５月10日　　　　　　　〃　　　　　　　〃 
③６月７日　　　　　1404～1410　挽歌
④７月５日　　　　　1411～1417　挽歌・旅の歌
⑤８月２日　　巻八・1418～1423　志貴皇子のさ蕨の歌など
　９月休み
⑥10月11日　　　　　1424～1431　山部赤人のすみれの歌など
⑦11月１日　　　　　1432～1439　坂上郎女の柳の歌など
⑧12月６日　　　　　1440～1447　大伴家持の鶯の歌など
　１月休み
⑨２月７日　　　　　1448～1455　大伴家持の春の恋歌など
⑩３月７日　　　　　1456～1464　紀郎女の家持への恋歌など

『日めくり万葉集』を読む
講師

万葉歴史館研究員
①４月26日　　万葉人の生活  
②５月24日　　写本に親しんでみよう
③６月28日　　万葉仮名を楽しもう
④７月26日　　万葉歌人にはどんな人がいるの？
⑤８月23日　　万葉集は誰が作ったのか

はじめての万葉集
講師

万葉集をよむ　─巻七から巻八へ─
講師

土曜日・午後２時～３時

金曜日・午後２時～４時

土曜日・午後２時～４時

小野　　寛（高岡市万葉歴館名誉館長・駒澤大学名誉教授）
①５月25日　　　②７月27日　　　③９月21日

大伴家持とともに
講師

日曜日・午後２時～４時

①川﨑　　晃（元高岡市万葉歴史館学芸課長）
②大川原竜一（高志の国文学館主任・学芸員）
③次山　　淳（富山大学教授）
④中井　精一（富山大学教授）
⑤長谷川孝徳（北陸大学教授）
⑥髙橋　浩二（富山大学准教授）

①10月26日　　長屋王の変、その後　　　　　川﨑　　晃
②11月30日　　越中国府に集う人々　　　　　大川原竜一
③12月21日　　蘇我氏と飛鳥の考古学　　　　次山　　淳
④１月25日　　大和のことばと越のことば　　中井　精一
⑤２月22日　　記録から見る食文化（仮）　　長谷川孝徳
⑥３月15日　　ヒスイ勾玉の謎　　　　　　　髙橋　浩二

古代への招待
講師

日曜日・午後２時～４時

『日めくり万葉集』を読む

はじめての万葉集

万葉集をよむ　─巻七から巻八へ─

大伴家持とともに

古代への招待


